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明
治
学
院
大
学
は
、
日
本
近
代
音
楽
財
団
よ

り
貴
重
資
料
を
受
け
入
れ
、
大
学
図
書
館
付
属

「
日
本
近
代
音
楽
館
」
を
二
〇
一
一
年
五
月
に

開
館
し
た
。
山
田
耕
筰
か
ら
武
満
徹
に
至
る
百

名
を
超
え
る
作
曲
家
の
自
筆
譜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
中
心
と
す
る
貴
重
資
料
約
五
〇
万
点
は
、
ま

さ
に
日
本
近
代
の
音
楽
史
、
文
化
史
の
構
築
に

向
け
て
の
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。

言
語
文
化
研
究
所
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
明

治
学
院
大
学
・
港
区
民
大
学
公
開
講
座
の
た
め

に
六
回
の
講
演
会
『
近
代
日
本
と
西
洋
音
楽
』

を
企
画
と
し
た
。
本
特
集
は
そ
の
報
告
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

第
一
回
『
近
代
日
本
の
洋
楽
受
容
』（
十

月
十
一
日
・
火
）
は
、
企
画
担
当
の
樋
口
隆

一
（
本
学
文
学
部
教
授
）
に
よ
る
概
説
で
あ
る
。

一
八
六
三
年
に
横
浜
に
創
設
さ
れ
た
ヘ
ボ
ン
塾

で
は
、
ク
ラ
ラ
・
ヘ
ボ
ン
の
指
導
の
も
と
、
日

本
の
子
供
た
ち
が
英
語
の
讃
美
歌
を
歌
い
始
め
、

オ
ル
ガ
ン
の
指
導
が
始
ま
っ
た
。
明
治
学
院
は

二
〇
一
三
年
に
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
が
、
同

年
は
そ
の
意
味
で
ひ
と
つ
の
「
日
本
の
洋
楽

一
五
〇
周
年
」
で
も
あ
る
。

第
二
回
『
ヘ
ボ
ン
塾
と
明
治
の
讃
美
歌
』（
十

月
十
四
日
・
金
）
を
担
当
さ
れ
た
手
代
木
俊
一

氏
（
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
研
究
員
）
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
わ
が
国
に
お
け
る
讃
美
歌
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
塾
関
係
者
に
よ

っ
て
初
期
の
讃
美
歌
翻
訳
が
行
わ
れ
た
軌
跡
を

簡
潔
に
示
し
て
下
さ
っ
た
。

第
三
回
『
島
崎
藤
村
と
西
洋
音
楽
』（
十
月

十
八
日
・
火
）
を
書
か
れ
た
岩
田
な
な
つ
氏
（
本

学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
）
は
日
本

文
学
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
藤
村
の
音
楽
家
志

望
と
そ
の
挫
折
を
、
短
編
小
説
『
少
年
』
の
み

ご
と
な
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
。
明

治
学
院
大
学
図
書
館
収
蔵
の
自
筆
原
稿
「
耳
の

世
界
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と
意
義
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
た
。

第
四
回
『
日
本
の
洋
楽
の
現
在
と
未
来
』（
十

月
二
十
一
日
・
火
）
を
担
当
さ
れ
た
岡
部
真
一

郎
氏
（
本
学
文
学
部
教
授
・
日
本
近
代
音
楽
館

副
館
長
）
は
、
現
代
音
楽
の
研
究
者
・
評
論
家

と
し
て
、
日
本
の
作
曲
界
の
現
在
と
未
来
へ
の

展
望
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

第
五
回
『
鈴
木
鎮
一
と
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
教
育
』（
十
月
二
十
五
日
・
火
）
を
論
じ
ら

れ
た
久
保
絵
里
麻
（
え
り
あ
）
氏
は
現
在
、
鈴

木
鎮
一
に
関
す
る
博
士
論
文
を
準
備
中
の
若
い

研
究
者
。
鈴
木
の
才
能
教
育
の
本
質
を
明
ら
か

に
し
て
く
れ
た
。

第
六
回
『「
日
本
の
二
十
世
紀
音
楽
」
断
章

―
―
瀧
廉
太
郎
か
ら
武
満
徹
ま
で
』（
十
月

二
十
八
日
・
金
）
を
担
当
さ
れ
た
林
淑
姫
氏
（
本

学
文
学
部
客
員
教
授
）
は
、
か
つ
て
日
本
近
代

音
楽
館
主
任
司
書
と
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形

成
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
。
東
洋
と
西
洋
の
関

係
の
変
遷
を
滝
、
山
田
、
深
井
、
武
満
と
い
う

四
人
の
作
曲
家
を
通
し
て
分
か
り
や
す
く
論
じ

ら
れ
た
。
寄
稿
者
各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

（
樋
口
隆
一
）

❖　
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日
本
の
西
洋
美
術
史
研
究
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
側
面
を
二
〇
一
一

年
と
い
う
時
点
で
ま
と
め
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
、
こ
の
年
の
初
頭
に
筆
者
の
内
部
で
か

た
ち
を
取
っ
た
。
日
本
に
は
西
洋
美
術
史
研
究

者
は
多
数
存
在
し
、
著
書
、
翻
訳
、
論
文
な
ど

も
日
々
発
表
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
は
扱
っ
て
い
る
テ
ー
マ

に
関
し
て
欧
米
諸
国
で
行
わ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
系
の
研
究
を
紹
介
す
る

ど
こ
ろ
か
、
ま
る
で
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に

無
視
し
て
い
る
。
他
方
そ
う
し
た
視
点
を
も
ち

つ
づ
け
て
い
る
女
性
の
研
究
者
た
ち
（
残
念
な

こ
と
に
、
日
本
の
男
性
研
究
者
で
こ
の
よ
う
な

視
点
を
も
つ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
）
の
論
考

は
、
大
学
の
紀
要
や
調
査
研
究
報
告
書
な
ど
あ

ま
り
人
目
に
つ
か
な
い
メ
デ
ィ
ア
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
、
研
究
者
同
士
で
も
気
づ
か
な
い
こ
と

が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
に
一
堂
に
集

ま
っ
て
頂
い
て
、
そ
の
研
究
の
一
端
を
語
っ
て

欲
し
い
、
つ
ま
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

い
。
こ
れ
が
私
の
願
い
と
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
各
地
に
散
ら
ば
り
、
テ
ー
マ
も

多
様
な
彼
女
た
ち
の
活
動
の
全
容
を
私
が
把
握

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
二
〇
一
一

年
の
早
春
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
少
し

前
か
ら
、
日
本
女
子
大
学
の
馬
渕
明
子
さ
ん
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
天
野
知
香
さ
ん
に
相
談

相
手
に
な
っ
て
頂
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最

終
的
タ
イ
ト
ル｢

西
洋
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

―
―
視
る
こ
と
の
制
度
」
と
、
六
名
の
パ
ネ
ラ

ー
を
決
定
し
た
。
馬
渕
さ
ん
と
天
野
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
当
日
の
午
前
と
午
後
の
司
会
も
引
き
受

け
て
下
さ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
全
容
は
『
言
語
文
化
』
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
も
う

そ
の
内
容
に
は
触
れ
な
い
。
一
言
だ
け
つ
け
加

え
る
な
ら
、
当
日
は
常
時
一
〇
〇
名
ほ
ど
の
聴

衆
が
熱
心
に
参
加
し
て
下
さ
り
、
パ
ネ
ラ
ー
を

中
心
と
す
る
打
ち
上
げ
で
も
共
通
の
課
題
に
つ

い
て
の
熱
っ
ぽ
い
会
話
が
続
い
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
西
洋
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
へ

の
関
心
を
共
有
す
る
全
国
に
散
ら
ば
る
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
若
手
に
い
た
る
研
究
者
た
ち
の
存
在
感

を
示
し
、
今
後
の
交
流
の
機
会
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
。

末
筆
に
な
っ
た
が
、
主
催
機
関
で
あ
る
明
治

学
院
大
学
芸
術
学
科
と
言
語
文
化
研
究
所
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
た
ち
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
た
ち
の

献
身
的
な
努
力
な
し
に
は
こ
の
催
し
は
開
催
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
ま
た

共
催
に
加
わ
っ
て
下
さ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
＆
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
会
、
日
仏
美
術
学
会
の
力
添
え
に

対
し
て
も
感
謝
を
捧
げ
た
い
。（

鈴
木
杜
幾
子
）

❖　
　
　
　
　
　
　
　

『
言
語
文
化
』
第
二
十
九
号
を
お
届
け
す
る
。

今
年
度
の
言
語
文
化
研
究
所
は
港
区
民
大
学
公

開
講
座
「
近
代
日
本
と
西
洋
音
楽
」
を
担
当
す

る
と
と
も
に
、
本
学
芸
術
学
科
と
の
共
同
主
催

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
西
洋
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

―
―
視
る
こ
と
の
制
度
」
を
開
催
し
た
。
本
号

は
こ
の
二
つ
の
催
し
を
特
集
と
し
て
収
録
し
て

い
る
。
ま
た
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」
の
講
師

生
田
康
夫
氏
に
は
、
前
号
に
ひ
き
つ
づ
い
て
ホ

メ
ー
ロ
ス
関
係
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。
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二
〇
一
一
年
度
の
当
研
究
所
の
そ
の
ほ
か
の

活
動
に
つ
い
て
も
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
十
月
八
日
に
は
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア

ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
芸
術
学
科
と
の
共
催

で
錬
肉
工
房
に
よ
る
現
代
能
『
春
と
修
羅
』
の

公
演
を
お
こ
な
っ
た
。
宮
沢
賢
治
の
言
語
世
界

を
舞
台
化
す
る
斬
新
な
試
み
で
、
女
流
能
楽
師

の
第
一
人
者
鵜
澤
久
氏
を
は
じ
め
、
現
代
演
劇

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
古
屋
和
子
氏
、
横
田
桂

子
氏
な
ど
す
ぐ
れ
た
女
性
表
現
者
た
ち
の
ご
参

加
を
得
て
、
多
く
の
観
客
か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
。構
成
お
よ
び
演
出
は
岡
本
章
氏（
芸

術
学
科
教
授
）、
音
楽
は
望
月
京
氏
（
芸
術
学

科
准
教
授
）。

一
昨
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
明
治
学
院
ケ
ル

テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
は
、
す
で
に
本
学

の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
感
が
あ
る
が
、
今
年
は

十
二
月
七
日
に
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
大
竹
奏

氏
（
フ
ィ
ド
ル
）
と
寺
本
圭
佑
氏
（
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
・
ハ
ー
プ
）
に
よ
る
ケ
ル
ト
音
楽
レ
ク
チ

ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
十
二
月
十
二
日
に
は
白
金

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
両
氏
お
よ
び
山
口
亮
志
氏(

ギ
タ
ー)

に
よ
る
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ダ
ン
ス
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ケ
ル
ト
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

を
お
こ
な
っ
た
。
な
お
寺
本
圭
佑
氏
は
本
学
文

学
部
の
非
常
勤
講
師
で
あ
る
。

音
楽
関
係
の
催
し
と
し
て
は
さ
ら
に
十
二
月

十
五
、十
六
日
に
、
白
金
・
横
浜
両
キ
ャ
ン
パ

ス
に
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
研
究
員
ニ
コ
・
ト

ー
ム
氏
を
お
招
き
し
て
、「
二
十
一
世
紀
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
」
と
題
す
る
講
演

会
を
開
催
し
た
。
通
訳
は
本
学
歴
史
資
料
館
研

究
調
査
員
の
加
藤
拓
未
氏
。

二
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
は
、
ポ

ー
ル
・
ハ
ラ
氏
（
英
文
学
科
教
授
）
の
企
画
に

よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

「IN
T

ER
RU

PT
ED

 LAN
D

IN
G

」
を
、
ア

ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
会
期
中
は
ハ
ラ
氏

の
詩
作
品
に
発
す
る
映
像
・
詩
朗
読
・
音
響
を

組
み
合
わ
せ
た
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
が
上
映
さ
れ
、

最
終
日
に
は
美
術
作
家
ス
ー
ザ
ン
・
モ
ワ
ッ
ト

氏
に
よ
る
こ
の
共
同
作
品
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ

ャ
ー
、
つ
い
で
ハ
ラ
氏
と
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
デ
イ
ヴ
ィ
ー
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
に
よ

る
詩
の
朗
読
と
ギ
タ
ー
演
奏
を
織
り
交
ぜ
た
音

響
の
風
景
が
展
開
さ
れ
た
。

二
〇
一
一
年
は
大
震
災
の
年
と
し
て
す
べ
て

の
日
本
人
の
記
憶
に
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
当
研
究
所
で
は
そ
れ
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
年
後
の
三
月
十
一
日
に
、
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
で
「
東
日
本
大
震
災
追
悼
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
〜
戦
国
時
代
の
日
本
と
ハ
ー
プ
音
楽

〜
」
を
開
催
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
金
属
弦
ハ
ー

プ
演
奏
家
ビ
セ
ン
テ
・
ラ
・
カ
メ
ラ
氏
を
お
招

き
し
て
、
中
世
ス
ペ
イ
ン
の
ピ
エ
ド
ラ
・
ハ
ー

プ
と
イ
タ
リ
ア
で
発
展
し
た
ア
ル
パ
・
ド
ッ
ピ

ア
の
演
奏
、
お
よ
び
古
い
ハ
ー
プ
に
つ
い
て
の

講
演
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
司
会
・
解

説
は
寺
本
圭
佑
氏
。

こ
う
し
た
催
し
ご
と
の
ほ
か
、
日
常
的
な
活

動
と
し
て
、「
ホ
メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」「
記
号
哲

学
研
究
会
」「
言
語
学
基
礎
講
座
」「
タ
イ
語
講

座
」
な
ど
多
く
の
研
究
会
・
読
書
会
が
今
年
度

も
活
発
に
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

（
朝
比
奈
弘
治
）


